
事例

パイロットインキの品質管理を変えた
Honeywellの防爆対応モバイルコンピュータ

 工場の
防爆エリアで
 「投入ミスゼロ」を
�年継続！
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消せるボールペン「フリクション」シリーズの 
世界累計販 売本数が50 億本を突 破する
など、パイロットインキの製品は世界中の 

「書く」を支えている。同社はパイロットコー
ポレーションのグループ会社として、筆記具
および筆記具用インキの開発と製造を担う。
摩擦熱で文字が消せる独自のインキ技術に 
加え、温 度で色が 変わる「メタモカラー」 
などの機 能 性材料も手がけており、こう
した機能性材料の用途は、玩具や日用品、 
食品パッケージなど幅広い分野に及ぶ。　 

こうした多彩な製品を生み出す根幹にある
のが、インキの製造現場だ。原材料を正確な 
レシピに基づいて調合するこの工程では
品質を左右する厳格な管理が求められる。
このため同社はかねてより、筆記具製造の
非防爆エリアにおいて、モバイルコンピュー
タを用いた品質 検 査 やトレーサビリティ
管理の仕組みを運用してきた。

しかし、可燃性物質を扱う防爆エリアだけは、 
この仕組みを導入できずにいた。情報シス 
テム部門で生産系システムの保守運用や 
新規開発を担当する丸貴聖也氏は、当時の 
課題をこう振り返る。

「 防 爆 エリア で は 、原 材 料 の 投 入 間 違
いを防ぐため の チェックを、すべ て人の 
目によるダブルチェックに頼っていました。 
しかし目視 による点 検 だけ では、ミスを
ゼロにするには限界があったのです」　 

（丸貴氏） 

類似品種の多さが招く誤投入リスク 
一度のミスが大きな損失に　

原料の投入間違いは、なぜ起こるのか。　 
丸貴氏によれば、その背景にはインキ製造
特有の事情がある。

「 扱う原 材 料 には 類 似した 品 種 が 多く、 
名前も似 通っているものが少なくありま 
せん。だからこそ人によるダブルチェックを
実施してきたのですが、それでも見間違いの 
リスクを完全には排除できませんでした」 

（丸貴氏） 

さらに深 刻なのは、ミスが 発 生した際 の 
影響の大きさである。インキは一度に製造
する量が多いため、ひとたび誤投入が起こ 
れ ば、その 損 失は 多 額に上る。人 為 的な 
ミスのリスクをいかにして根本からなくす
か─ ─これが防爆エリアにおける積年の
課題だったのである。

そこで同社が着目したのが、非防爆エリアで
成果を上げていたモバイルコンピュータに 
よるチェックシステムだった。これを防爆 
エリアにも展開できれば、課題は解決に向か 
うことになる 。だが、通常のモバイルコン
ピュータを可燃性物質のある区域に持ち
込むことはできない。頭を悩ませるなか、 
解 決 の 糸 口となった の が 、防 爆 規 格 に 
対応したHoneywellのモバイルコンピュータ 

「CT60NI」だった。

パイロットインキにとって、Honeywell製品の 
導入はこれが初めてだった。そこで同社では、 
この 高 性 能 な モ バイルコン ピュー タの 
導入コストと現 場にもたらすメリットを 
綿密に分析した結果、投資に見合う十分な 
効 果 が 得られると確 信したという。 　

「将来にわたって投入間違いが減少するの 
であれば、十分に投資を回収できると判断 
しました。導入時に一定のコストは発 生 
するものの、運 用後はミスによる損 失を 
防 げ るという 価 値 が、そ れ を は るか に 
上回ると考えたのです」

（丸貴氏） 

「自動認識といえばアイニックス」　
長年の信頼が支えた機種選定　　

今回のプロジェクトでは、パートナー企業の 
存在が大きな役割を果たした。機器の選定 
からアプリケーション開 発までを担った
のが、自動認識ソリューションを手がける 
アイニックス社である。

パイロットインキとアイニックスの関係は 
長 い 。倉 庫 管 理 の 仕 組 み や 製 造 現 場 の 
ラベル発行、バーコード照合といった自動認
識の分野で、以前から取引を重ねてきた 。 
今回の防爆モバイルコンピュータ導入に 
あたっても、「自動 認 識ソリューションと 
いえばアイニックス」という信頼から、まず 
同社に相談を持ちかけたという。　　

「アイニックスがタブレットなども含めて 
比較検討した上で、CT60NIがベストだと
提案してくれました。長年の信頼と実績を
持 つアイニックスの推 薦なので、採 用に
当たっては大きな安心材料となりました」 

（丸貴氏）

モバイルコンピュータに搭 載するインキ
製造管理システムのアプリケーションは、
アイニックスとともに長く協業してきたアビ
リッツ社が開発を担当。ハードウェアから
その上で動くシステム、周辺機器、さらには
修理対応まで、一貫して任せられる体制が
整っていたことも、スムーズな導入を後押し
した 。

「フリクション」で世界に知られる筆記具メーカー、
   パイロットインキが挑んだ、防爆エリアのデジタル化。
人手頼みのダブルチェックをシステム化し、3年間「原材料の誤投入ゼロ」と作業効率10%向上を達成。 
過酷な制約の中で、同社はいかにして安全と高い生産性を両立させたのか。



世界累計販売本数が��億本の
「フリクション」はカラー数も豊富

IT部門でデジタル化推進を担う丸貴氏

パイロットインキ社の津工場。ここで世界的
に有名な「フリクション」が誕生している
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概要

Honeywell のソリューション

防爆エリアにおいて、製造したインキのログ
管理のため、原材料管理や製造工程の基本
手順に、H on e y we llの防爆モバイルコン
ピュータを導入 。

お客様について

• お客様：パイロットインキ株式会社
• 利用場所： 三重県津市
• 業種： 製造業
• お客様の情報：

���年以上の歴史を持ち、高品質なインキと
筆記具で世界的に知られる老舗日本企業で
あるパイロットコーポレーションのグループ
会社 。消せるボールペンの「フリクション」が
代表製品。シリーズ世界累計販売本数は
��億本突破。

導入の課題と経緯

• 工場のDX化を推進する上で、非防爆エリ
アで既にモバイルコンピュータの導入が
完了していたため、防爆エリアも検討する
ことになった。

• インキの原 材 料 には 類 似 品 種 が 多く
名称も似ているため人によるダブルチェッ
クを実施していたが、目視点検のみでは
ミスを防ぐにも限界があった。

• 原材料の調合ミスをすると多額な損益が
発生する。

• 防爆エリアの業務効率化とミスなくイン
キ製造を行うことが求められた。

• 防爆エリアに適応する防爆対応モバイ
ルコンピュータで、利用する専用アプリ
との相性、コストパフォーマンスに見合う
Honeywellを採用。

導入成果

• 導入から実稼働まで�か月。
• スマホと同様に手に馴染む使い勝手の良さが好評。
• 使用原材料の投入間違いを、未然に防止。

導入から約３年でミス件数０件。
• 作業者の作業効率は、人によるダブルチェック

時間削減により��％向上。
• 製造工程の各所データを

自動蓄積できるようになった。
• 作業のエビデンスを残す目的で

写真撮影が可能に。
• 基本的な時計や電卓といったアプリも

通常のスマホ同様に気軽に利用できる。

導入支援パートナー

アイニックス株式会社、有限会社アビリッツ

スマートフォンに近い操作性も、機種選定の
決め手の一つだったという。物理キーを
主体とする従来型のモバイルコンピュータと
比べ、直感的に扱えるため教育コストが
低いからだ。加えて、アプリケーションを
柔 軟に 追 加できる汎 用 性の高さも評 価
さ れ た 。

レシピのマスター管理で
誤投入を未然に防止
写真で作業の証跡も残せるように

導入したシステムは 、インキ製 造 のレシ
ピ をマスターとして 管 理 する仕 組 みだ 。
こ れ に より、複 数 の チェック を 自 動 化
することに成功した。現場でインキ製造を
担 当する清 野 翔 大 氏 が 、その運 用 法 に
ついて 次のように 説 明 する。

「準備した原材料に誤りがないかを確 認
する原材料チェック、そして用意した原材
料 を 適 切 なタイミン グ で 投 入しようと
しているかを確 認する投 入前チェックを
行っています。投入する材料や順番の間違い、
事前の秤量時の間違い、原材料の検査の
有無まで、システムが検 知してくれます」       

（清野氏）

CT60NIの活用は、バーコードの読み取りに
とどまらない 。防 爆 エリア ではスマート
フォンなど電子機器を気軽に持ち込めな
いため、備わるカメラや電卓、時計といった
機 能 が 現 場で重 宝されているのだ。　

「モバイルコンピュータはランチャー機能で
制限していますが、カメラや電卓、時計は
使える状態にしています。防爆エリアでは
電子機器を簡単に持ち込めないので、これ
らのアプリケーションは本当に重宝してい
ます」 　

（清野氏）

なかでもカメラ機能は、システムとは別に
作業のエビデンスを残す目的で活用され
ている。撮影した写真によって、いつどの
ような作業を行ったかという証跡を確実に
記録できるからである。電子機器の持ち
込 みが 制 限される防 爆 エリアにおいて、

一 台で複 数の 役 割 を担 えるというのは 、
C T60NIの大きな利点となっている。　

携行品の増加に向き合い、　　　
約�カ月で現場に定着

新しい仕組みの導入は、現場にとって変 化を
伴うものだった。これまでより携 帯する
アイテム が増えたことで、当初 戸 惑いも
あったという。

「従 来よりも持ち歩くモノが増えたため、
取り扱い方法を模索する期間が必要でした。
システム化によるバーコードラベルの手配や
管理、読み取り操作などに慣れるまでは、
少し時間を要したのも正直なところです」

（清野氏）

しかし清野氏は、現場の作業者たちと向き
合い、綿密なディスカッションを重ねながら
展開を進めることでその壁を乗り越えた。



「運用方法を一方的に押し付けるのではなく、
現 場 の声を聞きな がら最 適な かたちを
探っていくよう心が けました 。導入 から
約�カ月という短期間で、現場への定着を
実 現 で きた の も 、そうした 取り 組 み が
実を結んだものと自負しております」　

（清野氏）

スムーズな定着の背景には、Honeywellの
モバイルコンピュ―タの操 作 性の高さも
あったという。

「普段使っているスマートフォンと同じよう
な 感 覚 で 操 作 できる使 い やすさが ポイ
ントです。物 理 キ ー の デバイスと 違って
直感的に扱えるので、機能の切り替えにも
迷いませんでした」

（清野氏）

誤投入ゼロを�年継続
「この防爆モバイルコンピュ―タが　

ないと不安」とまで言われる存在に

導入の効果は、明確な数字となって表れた。
最も大きな成果は、原材料の誤投入を防止
できるようになったことである。導入から
約� 年間、対 象プロセスにおける投 入間
違いは“ゼロ件”を継続している。　　

効率面でも成果が上がった。人手による
ダブルチェックに要していた時間が削減
され、作業効率は約�0％向上した。複数階に
またがる工程では、確 認のために人 員を
行き来させる必要があったが、その負担も
軽減されたという。さらに、ストップウォッチ
などの基本機能によって工程時間の計測が
容易になり、作 業時の安心 感も高まった。

こうして現在、CT60NIを中核とするシステ
ムに対する現場での評価は、モバイルコン
ピュータ利用への頼として定着している。

清野氏は「今はこのモバイルコンピュータが
ないと作業が不安なくらい、安心感がとても
大きいですね。品質を守る仕組みが、現場の

心理的な支えにもなっています」と強調する。
丸貴氏は、これから同様のソリューションを
検討する企業に向けて、スマートフォンライ
クな操作性と汎用性の高さを推す。　　　

「直感的なUIで、スマートフォンと同じように
扱えるのが優れた点です。アプリケーションに
よって機能を追加できるなど、汎用性が高く
柔軟に使えるのも魅力だと感じています」　

（丸貴氏）

“更新と活用拡大”が次なる目標に　
大画面の新機種にも期待が高まる　

成 果を上げた同社が 次に見据えるのは、
システムのさらなる活 用とモバイルコン
ピュータの更新である。

「蓄積したトレーサビリティデータの活用
範囲を広げることや、現行アプリケーショ
ンの機能拡張も、目下の課題として検討し
ています」

（丸貴氏）

モバイルコンピュ―タについては、Honeywellの
防爆対応最新機種「CT��NI」をすで実機で
確認済みだという。画面が大型化し、視認性が
向上している点を評価しており、CT60NIか
らの更新タイミングで前向きに採用を検討

するとしている。

人の目だけに頼っていた品質管理を、過酷な
制約のある現場でデジタル化を推進する
パイロットインキの取り組みは、誤投入ゼロ
という確かな成果と、現場に根付いた安心
感を生み出した。製造現場の安全と品質を
両立させたいと考える企業にとって、同社の
取り組みは、防爆エリアにおける品質管理の
デジタル化の有効性を示す事例といえる。
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